
七
五
八

年
不
祥
九
且
十
四
日
附
宇
丹
(
宇
訟
日
丹
波
〉
内
田
川
才
一
於
い
て
秩
問
浪
人
闘
新
抗
左
衛
門
に
怨
び
、
心
陰
統

一
十
.
右
右
脇
は
り
、
一
沌
融
十
六
年
間
但
し
た
。
時
に
設
六
一
ヶ
山
に
流
刑
中
一
命
ぜ
ら
れ
て
記
加
に
夜
し
た
。
そ
の

介
宛
腕
侍
従
法
橋
駅
純
白
感
伏
、
及
び
年
不
鮮
荒
月

一
を
務
に
仰
へ
た
。
税
引
前
山
利
訟
の
切
の
入
。

一
十
=
一
。
嗣
子
以
悦
付
元
総
十
六
年
七
且
新
知
百
石
狩

一
子
郁
八
郎
、
亦
交
と
共
に
逃
走
の
後
邸
っ
て
抗
う
山

世
部
日
附
如
才
介
宛
防
刑
部
卿
法
限
削
削
介
門
削
制
限
歎
〉
一

ホ
リ
サ
プ
ロ
ベ
エ

猪
三
郎
兵
衛
牢
右
衛
門
の

一
協
は
。
、
白
永
元
年
父
の
泊
知
そ
相
似
し
た
が
、
Tr.
-
に
抗
さ
れ
、
寛
政
四
年
六
且
十
日
目
指
さ
れ
た
。

の
感
欣
あ
る
も
の
も
亦
同
人
で
あ
ら
う
。
殴
長
十
入

一
弟
。
医
長
六
年
前
川
利
長
に
召
出
さ
れ
た
。
政
三
百

一
徳
四
年
前
川
綱
紀
の
護
女
誠
掛
の
上
洛
に
従
ひ
、
途

一

ホ
リ
ナ
リ
ア
キ
ラ

摺
成
章
沼
総
奥
入
郎
・奥
左

年
の
士
幌
及
び
元
和
元

・
二
年
の
士
幌
に
、
千
二
百

一
石
。
大
坂
碍
役
に
三
，
丸
附
口
で
品
開
随
一
世
得
、
見

一
江
州
越
智
川
に
自
殺
し
、
家
断
絶
し
た
。
以
悦
の
子

一
衛
門
・興
一
右
衛
門
。
十
郎
兵
術
成
勝
の
子
。
政
三
百

石
崩
才
之
助
と
見
え
る
。
大
坂
夏
帥
に
才
之
助
七
十

一
永
十
六
年
前
川
利
泊
に
小
松
に
従
う
て
三
谷
に
館

一
宗
段
、
芋
保
十
年
十
二
月
新
た
に
召
出
さ
れ
て
二
十

一
石
。
組
外
か
ら
御
馬
廻
組
に
鞘
じ
、
合
腕
前
帯
行
改

三
段
で
、
取
駅
の
顧
問
と
し
て
山
附
閣
総
に
添
へ
ら

一し
、
正
保
元
年
制
目
。
子
孫
悦
々
彬
に
仕
へ
ろ
。

一
人
扶
持
青
山
胸
は
旬
、
二
十
年
制
限
し
た
o

H
千
年
四
十
問
。

一
作
奉
行
に
川
町
任
し
た
が
、
文
化
九
年
五
月
不
行
跡
に

れ
た
が
、
折
節
才
之
助
は
痢
病
を
出
っ
た
の
で
来
物
一

ホ
リ
サ
プ
ロ
ベ
エ
掲
三
郎
兵
衛
初
俗
宗
女
。

一
兆
の
路
子
宗
叔
、
協
は
本
行
、
初
郎
政
宗
、
文
治
跡

一
よ
っ
て
百
石
を
減
じ
、
岱
日
常
命
ぜ
ら
れ
、
文
政
引

で
従
指
し
、
滅
容
で
は
家
来
に
助
け
ら
れ
て
来
馬
に
一
父
三
郎
兵
衛
の
三
男
で
、
五
百
石
山
町
節
し
た
が
、
山

一
一
制
約
そ
命
ぜ
ら
れ
、
後
十
人
扶
持
札
胃
腸
付
旬
、
文
化

一
年
十
且
入
日
統
刑
に
磁
せ
ら
れ
た
。
後
配
既
に
渋
い

上
下
し
た
o
才
之
助
の
子
才
之
助
の
同
不
如
諮
の
鑓

一
郎
元
年
波
し
、
子
な
く
し
て
断
絶
し
た
。

一
元
年
七

M
六
十
七
践
を
以
て
問
問
。
次
代
間
胞
勝
能
は

一
て
授
。

在
郷
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
子
軍
兵
術
を
終
て
六
郎
兵

一

ホ
リ
シ
ョ
ウ
ア
ン
据
昌
安

部
は
維
新
、
辺
都

一
天
保
六
年
一
主
十
一
践
で
裂
し
、
そ
の
次
宗
一
苅
は
後
に

一

ホ
リ
ノ
ウ
チ
堀
内

計
一
ノ
石
川
郡
中
奥
却
に

術
も
向
偽
来
に
居
た
が
、
質
永
年
中
六
郎
兵
衛
は
奥
一
回
目
安
、
自
然
子
と
削
配
し
た
。
そ
の
先
川
大
む
坊
は
越

一
宗
叔
と
い
う
た
。

一
回
す
る
部
訴
。

力
に
召
抱
へ
ら
れ
て
科
び
金
制
聞
に
移
っ
た
。

一
径
の
入
、
長
崎
に
遊
び
、慢
を
間
人
組
問
努
に

m，ひ
二

ホ
リ
女
カ
ヨ
シ

掘
孝
草
田
辺
都
餓
三
郎

-m之
一

ホ
リ
ノ
ウ
チ
カ
ゲ
ヒ
ロ

堀
内
最
臨
仙

沼
癖
待
刀
。

ホ
リ
サ
ダ
カ
h
m
畑
地
貞
図

辺
都
丈
之
助
。
大
小

一
眼
科
そ
能
〈
し
、
子
張
金
搾
に
移
旬
、
文
こ
の
術
を

一
示
。
初
め
御
釘
問
者
で
、
年
計
中
附
執
銀
中
一
勤
め
た
一
一
一
究
制
と
刷
配
し
た
。
長
辿
加
の
家
民
。
天
正
十
入
年

将
組
に
列
し
、
初
場
密
行
で
あ
っ
た
。
明
治
元
年
越

一
梁
と
し
た
。
昌
宏
は
議
佐
妨
の
良
子
で
あ
っ
た
が
、

一
が
、文
政
一
九
年
新
知
六
十
石
脅
得
て
小
町
剖
と
な
り
二
武
州
入
王
子
の
般
に
功
そ
立
て
た
が
、
限
長
一
点
年
入

後
の
役
に
、
丈
之
助
一
際
を
一
一
尋
ゐ
、
白
山
侯
の
助
勢

一
刻
義
的
止
有
し
て
宗
家
札
町
裂
が
し
め
、
別
に
一
家
中
日丹羽

一
後
三
十
一
合
売
加
へ
、
一
大
保
四
年
刊
び
=
一
十
石
を
憎
し
一
月
能
楽
紛
抽
出
到
畷
の
般
に
、
丹
羽
長
訟
の
田
川
内
町
九

た
る
名
義
で
出
征
し
た
が
、
間
四
且
廿
九
日
夜
中
出

一か
っ
た
。
歳
三
十
の
時
務
院
前
回
修
理
知
閥
に
仕
へ

一
て
組
外
に
列
し
、
十
五
年
一
史
に
抗
十
石
党
得
て
、
合

一
郎
兵
術

-m野
次
郎
右
衛
門
の
勾
に
討
取
ら
れ
た
。

村
に
向
か
ふ
際
、
官
軍
御
用
係
吉
間
信
之
進
を
敵
の
一
た
が
、
そ
の
お
に
あ
ら
ざ
る
脅
以
て
僻
し
、
石
川
郡

一
計
百
七
十
石
荷
受
什
た
。

一

ホ
リ
ノ
ウ
チ
Z
チ

掲

内
遊
金
稼
械
的

J

丸
よ
り

間
際
で
あ
る
と
烈
信
し
、
部
下
の
司
令
役
深
山
久
五
一

mm川
左
岸
中
封
鎖
内
に
住
居
し
て
円
以
尽
を
設
け
、

一

ホ
リ
ナ
イ
ゼ
ン
堀
内
跨

蔽
千
五
百
石
。
も
と
一
玉
衆
院
丸
に
逝
ふ
時
は
、
木
丸
・
ニ
，
丸
の
境
に
あ

勺

郎
に
命
じ
、
務
銃
を
以
て
之
を
似
つ
け
し
め
た
。
丈
一
之
を
制
民
に
提
供
し
た
の
で
、
附
近
訟
に
一
市
街
を

一
越
後
春
日
山
城
中
期
忠
俊
に
仕
へ
た
。
後
前
倒
利
長

一
定
援
を
迎
行
し
た
が
、
之
を
刷
内
道
と
い
う
た
。

之
助
剛
克
明
に
京
り
自
己
の
腕
辛
を
怖
い
、

m尻
村
の
一
銭
し
、
附
人
之
官
呂
安
川
と
い
号
た
。
晩
年
目
安
越

一
の
附
来
忙
し
、
利
協
の
大
坂
出
征
に
従
抵
し
、
そ
の
一

ホ
リ
パ
ヲ
ス
イ
掲
歩
水
金
仰
の
仙
人
。

緊
町

山
林
に
入
っ
て
自
殺
し
た
。
停
に
年
世
丸
。

一

前

三

凶

に

移

住

し

、
そ
の
地
で
残
し
た
。
間
口
安
明
和

一
後
役
に
目
川
口
で
酋
一
つ
を
泌
た
。
子
源
不
称
。

一
の
縦
宿
泊
別
展
長
左
衛
門
の
次
男
。
初
名
平
三
郎
、

ホ
リ
サ
ダ
ナ
リ
指
定
成

陸
後
春
日
山
城
主
知

一
一一一年
正
月
元
日
生
ま
れ
、，文
政
十
二
年
八
且

H
一
一日

一

ホ
リ
ナ
方
ト
キ
据
長
時
辺
都
次
郎
八
・体
左
術

一
後
長
友
術
門
。
別
蹴
操
史

-
U
仙
・
五
吻
地
人
・午
口

秀
治
の
孫
奥
左
衛
門
は
、
寛
永
十
年
前
町
利
治
に
召

一
夜
、
U
千
年
六
十
四
。
昌
宏
に
一
女
あ
り
て
、
能
湾
問
均

一
門
。

四
郎
三
郎
の
益
子
。
線
四
百
石
脅
領
し
て
御
馬

一
山
人
。
初
め
京
舗
の
間
に
あ
っ
た
が
、
元
文
京

4
そ

さ
れ
て
四
千
石
を
協
は
旬
、
人
持
組
に
列
し
、
正
保

一
謁
村
伊
藤
氏
の
子
を
消
と
し
家
令
嗣
が
し
め
、
叉
昌

一
廻
組
に
斑
し
、結
磁
を
経
て
御
留
守
尉
物
関
に
至
。
二
の
兄
が
夜
し
た
か
ら
、
郷
に
郎
っ
て
酬
明
の
後
見
と
な

二
年
興
カ
知
五
百
石
を
加
へ
ら
れ
、

ホ
リ

>-


